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「八尾市就学前施設教育・保育における医療的ケアに関するガイドライン（素案）」 

についての市民意見提出制度（パブリックコメント）の実施結果と市の考え方について 

 

 八尾市就学前施設教育・保育における医療的ケアに関するガイドラインを策定するにあたり、市民意

見提出制度（パブリックコメント）を実施しました。その結果及び提出された市民意見と、それに対する

市の考え方を整理しました。 

 

（１）意見募集期間 

   令和４年 11月 30 日（水）～令和４年 12月 28日（水） 

 

（２）提出方法別の提出人数及び意見数 

提出方法 提出者数（人） 意見数（件） 

直接持参 － － 

電子メール ２ 13 

電子申請 １ １ 

FAX － － 

郵便 － － 

合計 ３ 14 
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（３）意見内容  

 

番号 項目 ページ 意見・提言 市の考え方 

ガイドラ

インへの

反映 

１ 全体 － 

このガイドラインが、医療的ケア児本人とその

家族にとって、真の意味で役に立つようにこれ

からも改善していってほしいと思います。 

事業実施の中で改善が必要になった場合に

は、随時見直しを行ってまいります。 なし 

２ 全体  － 

八尾市において医療的ケアに関するガイドラ

インが策定されることは、医療的ケアを必要と

する子どもやその保護者、受け入れる施設にと

って大変有意義なことだと思います。検討手法

として、様々な関係機関や保育の当事者、保護

者としての当事者が参画し、提案型の意見交換

が行われたこと、また、医療的ケアに対する入

所までの受け入れや実施体制、関係機関との連

携が示されたことは保育現場としてはありが

たいことだと思います。 

ご意見のとおり、検討部会ではガイドライ

ン策定にむけて様々な立場の委員が提案型

の意見交換を行いました。引き続き、関係

機関と連携し、ガイドラインに沿った運用

に努めてまいります。 
なし 

３ 

認定こど

も園等で

の受入れ

体制 

７ 

医療的ケア児を受け入れる際は人員配置が必

須となりますが、具体的にどの時点で人員配置

の必要性が明確になるのでしょうか。看護師の

配置は現状でも難しく、医療的ケアの担当とな

ると更に確保が困難になることが予想されま

す。12 月の入所調整会議の時点で人員配置の目

途が立たない場合は医療的ケア児の入所は不

可能という判断になりますか。 

保護者から入所相談を受けた時点で、入所

を希望されるこども園等に情報提供いたし

ますので、こども園等においては看護師確

保を進めていただきます。看護師の配置が

難しい場合を想定し、受入れ時期の調整や

看護師確保の仕組み作りを検討します。 

なし 

４ 

認定こど

も園等に

おいて対

応できる

医療的ケ

アの範囲 

７ 

集団生活への適応について、言葉や表情やしぐ

さなど具体的にどの程度のコミュニケーショ

ンをさすのでしょうか。発達状況によっては判

断が難しいところがあると思います。特に乳児

の場合、慎重に判断する必要があると思います

が、その際の調整役を行政が担っていただきた

いです。 

コミュニケーションを含む集団生活への適

応については、児童の年齢や状態によって

個別性が高いことから、関係機関への意見

聴取や面談、発達検査結果等から当該児童

の状況を把握し、集団生活への適応可否を

市が総合的に判断いたします。 

なし 

５ 

医療的 

ケアの 

実施者 

８ 

園運営の観点からは、兼務は看護師のみならず

他の職員への負担が大きくなることから避け

たいです。 

人件費補助を受け配置した医療的ケア児の

担当看護師は担当業務に従事しますが、園

全体の保健業務を兼務することを妨げるも

のではありません。一方、既に園で雇用し

医療的ケア以外の業務に従事している看護

師については、園の実情に応じて業務内容

を定めることとなります。 

なし 

６ 

医療的 

ケアの 

実施者 

８ 

看護師の不在時は保護者に家庭保育の協力依

頼ができるのは園としては安心です。ただし、

看護師の急な欠勤等の場合は、当日に保育利用

を断ることもあり得るかもしれず、保護者が就

労している場合は急な対応は難しいのではと

考えます。 

看護師の急な不在等の不測の事態に対応で

きるよう、認定特定行為業務従事者の配置

等、園内で複数人が医療的ケアを実施でき

る体制を整えることを想定しています。 
なし 

７ 
利用日と 

利用時間 
８ 

「利用時間は原則、保育短時間利用の１日８時

間の範囲内で…」とありますが、当該児童の兄

弟姉妹が保育標準時間で保育利用している場

合は、どのような対応になるのでしょうか。 

利用時間については「原則、保育短時間利

用」としていますが、さまざまなケースが

想定されますので、個別に相談のうえ決定

いたします。 

なし 

８ 

受入れ決

定後から

受け入れ

体制整備

までの 

流れ 

12 

1 月末の入所決定から入所までの期間が短く、

この間に①～⑤までのスケジュールをこなせ

るか不安を感じます。スケジュールの前倒しや

入所時期を調整するなどの対応はできますか。 

入園決定後の①～⑤の実施時期について

は、ご指摘をふまえ検討の余地があると考

えますが、親子通園や慣らし保育の時期と

並行しながら、認定こども園等においての

医療的ケアの実施に向けての体制を整えて

いくことは可能です。 

なし 
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９ 

医療的 

ケア 

実施体制 

12 

肝要な点は「主治医との連携」につきるのでは

ないでしょうか。細かい中身は主治医に尋ねな

いとわからないでしょう。これを踏まえ、園の

実情とすり合わせて医療的ケアの実施や子ど

もの評価法に関して、市立医療型児童発達支援

センターが主治医と園との「橋渡し役」として

フォローすることがいいのではと思います。 

ガイドライン（素案）では、市立医療型児

童発達支援センターが医療的ケア児を受け

入れるこども園等のフォローを担う等、連

携を図ることとしています。 なし 

10 

受入れ施

設での体

制確保と

役割 

14～15 

訪問看護ステーションや八尾市立病院との連

携があることは安心につながると思います。 

認定こども園等が安心して医療的ケア児を

受け入れられるよう、バックアップ体制や

緊急時の対応の確立に努めてまいります。 
なし 

11 

緊急事態

発生時等

の確認 

16 

八尾市で扱っているマニュアルを参考にさせ

てほしいです。 

関係機関と連携し、災害時等の対応マニュ

アル作成について支援を行う予定です。 なし 

12 
災害時の

対応 
17 

災害発生への対応として、国立成育医療研究セ

ンターのホームページから「医療機器が必要な

子どものための災害対策マニュアル～電源確

保を中心に～」を参考にしてはどうでしょう

か。また、八尾市のホームページには避難行動

支援者の登録方法も掲載されているので、参考

事項として掲載してはどうでしょうか。 

ご意見のとおり、災害発生時の対応につい

て資料編に追記いたします。 

あり 

13 研修 17 

医療的ケアに関する理解を深めるために職員

研修を実施することは大事だと思います。医療

的ケアの児童を受け入れたことがないため、も

し園で受け入れることになった場合は、医療的

ケアに関する共通認識を全職員がもてるよう

に講師を派遣していただき研修を受講させて

ほしいです。 

医療的ケア児を受け入れる認定こども園等

に必要な研修について支援を行う予定で

す。 

なし 

14 
児童 

診断書 
資料編 

主治医にこども園の規模（定員やクラス人数）

や1日の過ごし方を資料だけでなく口頭でも丁

寧に伝えていただき、必要な配慮について記載

していただきたいと思います。例えば双生児の

早期低体重出生児にはそれぞれの子どもに対

して個別の配慮が必要となるので、発達状況に

ついて詳細に記載をしていただきたいです。 

入所申請時点での医療的ケア児の状態を把

握するために、主治医記載の児童診断書を

提出していただきます。入所決定後に、改

めて認定こども園等の職員と保護者で主治

医を訪問し、児童の状況・具体的な医療的

ケアの手法・保育中の配慮事項について口

頭指示を受ける機会を設けます。 

なし 

 


